
JP 6400710 B2 2018.10.3

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気コアと、
　低圧巻線と、
　高圧巻線と、
　第１の密閉ボリュームを規定する密閉インナースリーブと、
　第２の密閉ボリュームを規定し、当該第２の密閉ボリューム内で前記密閉インナースリ
ーブを囲む密閉アウタースリーブと、
　前記高圧巻線を担持するコイルボビンであって、前記第１の密閉ボリューム内で前記密
閉インナースリーブの内部に配置され、前記密閉インナースリーブの外周部において前記
密閉インナースリーブに取り付けられる、コイルボビンと、
　を含み、
　前記コイルボビンが、前記高圧巻線によって発生した電界を形成する少なくとも１つの
電界制御電極を含む、高圧変圧器。
【請求項２】
　前記コイルボビンを、前記密閉インナースリーブに対して離間された関係で取り付ける
フランジを更に含む、請求項１に記載の高圧変圧器。
【請求項３】
　前記低圧巻線と前記高圧巻線との間隔を維持するために、前記密閉アウタースリーブと
前記低圧巻線との離間された関係を維持するように、前記低圧巻線又は前記磁気コアと、
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前記密閉アウタースリーブとの間に取り付けられる、少なくとも２つの絶縁スプリングワ
ッシャーを更に含む、請求項１に記載の高圧変圧器。
【請求項４】
　前記密閉インナースリーブの内部で前記高圧巻線を保持するための前記密閉インナース
リーブの外周部に接続されたフランジを更に含む、請求項３に記載の高圧変圧器。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの電界制御電極は前記コイルボビンの面に配置されている、請求項
１に記載の高圧変圧器。
【請求項６】
　前記密閉インナースリーブを、離間された関係で前記密閉アウタースリーブの内部に取
り付ける留め具を更に含む、請求項５に記載の高圧変圧器。
【請求項７】
　少なくとも１つの絶縁高圧ワイヤパイプを更に含む、請求項１に記載の高圧変圧器。
【請求項８】
　第１の内側ボリュームを規定する第１の密閉スリーブと、
　前記第１の密閉スリーブの外周部において前記第１の密閉スリーブに取り付けられるこ
とによって前記第１の内側ボリューム内に取り付けられる、コイルボビンと、
　を含む、高圧変圧器のためのコイルボビンアセンブリ。
【請求項９】
　高圧巻線によって発生する電界を形成する少なくとも１つの電界制御電極を更に含む、
請求項８に記載のコイルボビンアセンブリ。
【請求項１０】
　第２の内側ボリュームを規定する第２の密閉スリーブであって、前記第１の密閉スリー
ブを、当該第２の密閉スリーブに対して離間された関係で前記第２の内側ボリュームの内
部に取り付けるように、前記第１の密閉スリーブの外縁が当該第２の密閉スリーブに取り
付けられる、第２の密閉スリーブ
　を更に含む、請求項８に記載のコイルボビンアセンブリ。
【請求項１１】
　Ｘ線管と、請求項１に記載の高圧変圧器と、を含む、Ｘ線システム。
【請求項１２】
　請求項１に記載の高圧変圧器を含む、高電圧試験システム。
【請求項１３】
　磁気コアと、
　前記磁気コアの一部分の周りに配置される低圧巻線と、
　前記低圧巻線の周りに配置され、外側の環状内側ボリュームを規定する、管状密閉アウ
タースリーブと、
　前記管状密閉アウタースリーブの前記外側の環状内側ボリュームの内部に配置され、内
側の環状内側ボリュームを規定する、管状密閉インナースリーブと、
　前記管状密閉インナースリーブの外縁を、離間された関係で前記管状密閉アウタースリ
ーブに取り付ける留め具と、
　前記内側の環状内側ボリューム内に配置されるコイルボビンであって、当該コイルボビ
ンを前記内側の環状内側ボリューム内で支持するために、前記管状密閉インナースリーブ
の外周部に接続されたフランジを含む、コイルボビンと、
　前記コイルボビンによって担持される高圧巻線と、
　前記コイルボビンによって担持され、前記高圧巻線によって発生した電界を形成する少
なくとも１つの電界制御電極と、
　を含む、高圧変圧器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、高圧巻線を担持するためのコイルボビン、及び対応するコイルボビンを含む
高圧変圧器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｘ線管から生じるＸ線のスペクトル成分は電子ビームの加速電圧に依存する。生体内の
異なる種類の組織はＸ線のエネルギーによって異なる吸収特性を有することから、この効
果は様々な組織構成物を区別するために使用され得る。このため、種々の病的状況のより
特定的な診断が可能になる。理想的には、コンピュータ断層撮影法において、標準的な３
Ｄ画像に加え、異なるエネルギーレベルを用いてフレームが１つおきに撮影され得ると共
に、組織の種類が調べられ得る。
【０００３】
　国際公開第２０１２　０８０　８９９Ａ１号では、Ｘ線管を動作するための基本電流（
basic current）を供給するための高圧発生器と、波形発生器と、重畳可能な電圧ピーク
を提供するためのパルス変圧器と、飽和効果を防ぐためにパルス変圧器の入カにおいてカ
ウンタバランスを発生させるための制御ユニットと、を含む、Ｘ線放射線源用電源ユニッ
トを記載する。異なる基準波形パターンを提供することで、オーバーシュート及びリンギ
ングの予防に繋がる。
【０００４】
　記載された解決策では、電子ビームの加速電圧は、主要高圧発生器によって生成された
直流電圧と、パルス変圧器と共に制御ユニット及び波形発生器によって生成された高圧パ
ルスパターンとを重畳したものである。波形発生器は、低電圧及び高電流のパルスパター
ンを形成する。パルス変圧器は、これを高電圧及び低電流のパルスパターンに変換し、変
換されたパルスパターンを主要発生器の高直流電圧と重畳する。
【０００５】
　独国特許出願公開第４２　０４　０９２Ａ１号は、コイル製品、例えば、高圧変圧器の
ためのコイルチャンバと共に使用されるスプール本体を記載する。同明細書中で記載され
ている、少なくとも１つのコイルチャンバを備えるスプール本体は、コイル製品、特に、
高圧変圧器用に使用される。同明細書で記載されている、チャンバ内壁とチャンバの底部
との間の通路は、コイルの幾何学的形状に適合されている。
【０００６】
　パルス変圧器は、波形発生器の低電圧回路に接続された一次巻線と、主要発生器の高電
圧回路に接続された二次巻線との間の大きな電圧差を分離する必要がある。パルス変圧器
の動作周波数は、上で説明した印加要件によって画定されるパルスパターンの継続時間に
よって決定される。従って、例えば、主要発生器内の高圧変圧器において行われ得るよう
に、その動作周波数を増加することによってパルス変圧器の大きさを低減することは不可
能である。従って、パルス変圧器の高圧分離は、その寸法のあらゆる不必要な増加を避け
るために特別な注意を払って設計される必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　高圧発生器の構成を向上させるニーズがあり得る。
【０００８】
　これらニーズは独立請求項の対象によって満たされる。更なる例示的実施形態は従属請
求項及び以下の説明から明らかになる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様は、磁気コアと、低圧巻線と、高圧巻線と、少なくとも１つのインナー
スリーブと、高圧巻線を担持するためのコイルボビンと、を含み、コイルボビンが、少な
くとも１つのインナースリーブの内部に配置されるように構成され、少なくとも１つのイ
ンナースリーブの外周部において少なくとも１つのインナースリーブに取り付けられるよ
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うに構成されており、コイルボビンが、高圧巻線によって発生した電界を形成するように
適合された少なくとも１つの電界制御電極を含む、高圧変圧器に関する。
【００１０】
　本発明の更なる態様は、高圧巻線を担持するためのコイルボビンに関する。コイルボビ
ンは、少なくとも１つのインナースリーブの内部に配置されるように構成され、少なくと
も１つのインナースリーブの外周部において少なくとも１つのインナースリーブに取り付
けられるように構成されている。
【００１１】
　本発明の更なる態様は、Ｘ線管と、Ｘ線管に給電するための高圧変圧器と、を含むＸ線
システムに関する。
【００１２】
　本発明の更なる態様は、高圧変圧器を含む高電圧試験システムに関する。
【００１３】
　高圧巻線を担持するボビンは、少なくとも１つの密閉スリーブの内部に配置されている
。ボビンはその外周部においてスリーブに取り付けられている。１つより多いスリーブが
ある場合、隣り合うスリーブは大きい方のスリーブの内側に配置された小さい方のスリー
ブの外周部において互いに取り付けられている。
【００１４】
　本発明は、全てのプラスチックホルダ及び一次巻線と二次巻線との間のスペーサを取り
除くことによって、並びにスリーブの上半分と下半分とを接続する接合部に迷路様の構造
を用いて表面距離を最大にすることによって変圧器の体積を最小にすることを可能にする
。
【００１５】
　更に、電界制御電極は、ピーク振幅が低くなるように電界を形成することにより、プラ
スチック部品の厚さの低減を可能にする。
【００１６】
　本発明の例示的実施形態によれば、高圧変圧器は、互いに対向して配置された少なくと
も２つのラビリンスシールを更に含む。
【００１７】
　本発明の例示的実施形態によれば、高圧変圧器は、高圧巻線を担持するスリーブを保持
するための少なくとも２つの絶縁スプリングワッシャーを更に含む。
【００１８】
　本発明の例示的実施形態によれば、高圧変圧器は、高圧巻線を担持する二次コイルボビ
ンを保持するための少なくとも１つのインナースリーブの外周部に接続されたフランジを
更に含む。
【００１９】
　本発明の例示的実施形態によれば、高圧変圧器は、二次コイルボビンを更に含み、少な
くとも１つの電界制御電極は二次コイルボビンの面に配置されている。
【００２０】
　本発明の例示的実施形態によれば、高圧変圧器はコアエッジ部を更に含み、少なくとも
１つの電界制御電極はコアエッジ部に配置されている。
【００２１】
　本発明の例示的実施形態によれば、高圧変圧器は少なくとも１つの絶縁高圧ワイヤパイ
プを更に含む。
【００２２】
　本発明の例示的実施形態によれば、コイルボビンは、高圧巻線によって発生する電界を
形成するように適合された少なくとも１つの電界制御電極を更に含む。
【００２３】
　本発明の例示的実施形態によれば、コイルボビンは高圧変圧器での使用に適合されてい
る。
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【００２４】
　本発明及びその付帯的な利点のより完全な認識は、一定の縮尺というわけではない以下
の概略図を参照することによってより明確に理解されよう。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の例示的実施形態による高圧変圧器の概略斜視３次元投影図を示す。
【図２】本発明の更なる例示的実施形態による高圧変圧器の概略斜視３次元投影図を示す
。
【図３】本発明の例示的実施形態による高圧変圧器のコアに平行な概略断面図を示す。
【図４】本発明の例示的実施形態による高圧変圧器のコアに垂直な概略断面図を示す。
【図５】本発明の例示的実施形態によるＸ線システム又は高圧システムを示す。
【図６】本発明の更なる例示的実施形態による高圧変圧器の概略斜視３次元投影図を示す
。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　図面内の図は概略図であり、一定の縮尺ではない。異なる図面において、類似又は同一
の要素には同じ参照符号が付与される。
【００２７】
　概して、図において、同一の部品、ユニット、実体又はステップには同じ参照符号が付
与される。
【００２８】
　図１は、本発明の例示的実施形態による高圧変圧器の概略斜視３次元投影図を示す。
【００２９】
　図１は、パルス変圧器又は高圧変圧器を示す。図１は、図４に示される本発明の例示的
実施形態による高圧変圧器の、そのコアに対する垂直断面を画定する。電界制御電極２２
として機能するアルミニウムシェルが高圧変圧器の磁気コアを覆ってもよい。アウタース
リーブ４０はインナースリーブ及び高圧巻線を囲む。高圧ワイヤパイプ４５は、磁気コア
を覆う電界制御電極２２から離れる方に高圧巻線の接続部を案内する。
【００３０】
　図２は、本発明の更なる例示的実施形態による高圧変圧器の概略斜視３次元投影図を示
す。
【００３１】
　図２は、パルス変圧器又は高圧変圧器を示す。図２は、図３に示される本発明の例示的
実施形態による高圧変圧器の、そのコアに対する平行断面を画定する。電界制御電極２２
として機能するアルミニウムシェルが高圧変圧器の磁気コアを覆ってもよい。アウタース
リーブ４０はインナースリーブ及び高圧巻線を囲んでもよい。高圧ワイヤパイプ４５は、
磁気コアを覆う電界制御電極２２から離れる方に高圧巻線の接続部を案内する。
【００３２】
　図３は、本発明の例示的実施形態による高圧変圧器のコアに平行な概略断面図を示す。
【００３３】
　図３は、インナースリーブへの高圧巻線のボビンの取り付け、及びアウタースリーブへ
のインナースリーブの取り付けを平行２次元断面図において示す。簡略化のため、高圧変
圧器の２分の１のみが示される。高圧変圧器は、磁気コア５と、低圧巻線１０と、高圧巻
線２０と、少なくとも１つのインナースリーブ３０と、高圧巻線２０を担持するためのコ
イルボビン２４とを含む。
【００３４】
　任意選択的に、磁気コア５は、軟質磁性材料、例えば、強磁性体及び／又はフェリ磁性
体で作製される。磁気コア５は、鉄若しくはニッケル、又は鉄若しくはニッケルの合金、
又は金属のセラミック酸化物を含む。
【００３５】
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　インナースリーブ３０は、プラスチック材料又は任意の他の非導電合成若しくは半合成
固体材料から作製される。
【００３６】
　任意選択的に、低圧巻線１０及び／又は高圧巻線２０の巻線ワイヤは、銅若しくは銅合
金、又はアルミニウム若しくはアルミニウム合金で作製され、巻線ワイヤは非常に薄い絶
縁層でコーティングされる。
【００３７】
　任意選択的に、本発明の一実施形態においては、コイルボビン２４は、各スロット内の
電圧差が高圧巻線の終端部間の電圧差の僅か何分の１になるように複数のスロット２６に
分割される。巻線スロット間の薄い絶縁スロット２８により、ボビン表面を越える放電を
回避する。これら絶縁スロットは、また、１つのスロットの頂部から次のスロットの底部
へと巻線ワイヤを戻すために使用されてもよい。
【００３８】
　コイルボビン２４は、少なくとも１つのインナースリーブ３０の内部に配置されるよう
に構成され、少なくとも１つのインナースリーブ３０の外周部において少なくとも１つの
インナースリーブ３０に取り付けられるように構成される。
【００３９】
　コイルボビン２４は、プラスチック材料又は任意の他の非導電合成若しくは半合成固体
材料から作製される。
【００４０】
　コイルボビン２４は、高圧巻線２０によって発生する電界を形成するように適合された
少なくとも１つの電界制御電極２２を含む。
【００４１】
　磁気コア５は軟質磁気コアである。
【００４２】
　高圧変圧器は少なくとも１つのアウタースリーブ４０を更に含む。
【００４３】
　高圧変圧器は、少なくとも１つのアウタースリーブ４０への少なくとも１つのインナー
スリーブ３０の留め具３５と、少なくとも１つのインナースリーブ３０への高圧巻線２０
の留め具又はフランジ３６と、を更に含む。
【００４４】
　高圧変圧器は、少なくとも１つの絶縁高圧ワイヤパイプ４５を更に含む。高圧ワイヤパ
イプ４５は、プラスチック材料又は任意の他の非導電合成若しくは半合成固体材料から作
製される。高圧変圧器は、更に、高圧変圧器アセンブリにプレス式取付具（press－fixtu
re）を取り付けることによって作製される。
【００４５】
　高圧変圧器５０は、互いに対向して配置された少なくとも２つのラビリンスシール６０
を更に含む。ラビリンスシール６０は、インナースリーブ３０の上半分及び下半分にある
構造として、又はアウタースリーブ４０の上半分及び下半分にある構造として作製される
。アウタースリーブ４０は、プラスチック材料又は任意の他の非導電合成若しくは半合成
固体材料から作製される。
【００４６】
　高圧変圧器５０は、高圧巻線２０を保持するための少なくとも２つの絶縁スプリングワ
ッシャー７０を更に含む。絶縁スプリングワッシャー７０は、プラスチック材料又は任意
の他の非導電合成若しくは半合成固体材料から作製される。
【００４７】
　図４は、本発明の例示的実施形態による高圧変圧器のコアに垂直な概略断面図を示す。
【００４８】
　図４は、インナースリーブへの高圧巻線のボビンの取り付け及びアウタースリーブへの
インナースリーブの取り付けを垂直２次元断面図で示す。簡略化のため、高圧変圧器の２
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分の１のみが示される。
【００４９】
　図５は、本発明の例示的実施形態によるＸ線システムを示す。
【００５０】
　Ｘ線システム１００は、Ｘ線管１１０と、Ｘ線管１１０に給電するように構成された高
圧変圧器５０とを含む。
【００５１】
　高電圧試験システム２００は、高圧消費者２１０に給電するように構成された高圧変圧
器５０を含む。
【００５２】
　図６は、本発明の更なる例示的実施形態による高圧変圧器の概略斜視３次元投影図を示
す。
【００５３】
　図６に示されるような高圧変圧器は、コアエッジ部８０上の電界制御電極２２と、磁気
コア５を覆うアルミニウムシェルと、を含み、電界制御電極２２はコアエッジ部８０上に
配置されている。
【００５４】
　本発明は図面及び前述の明細書内で詳細に図示され、記載されてきたが、こうした図示
及び記載は説明的又は例示的であり、限定ではないと考えられる。本発明は、開示される
実施形態に限定されない。当業者には、開示される実施形態以外の変形形態が理解され、
実施され得ると共に、図面、開示及び添付の特許請求の範囲の研究から、請求される発明
が実施され得る。
【００５５】
　特許請求の範囲において、「含む（comprising）」という語は他の要素又はステップを
排除するものではなく、不定冠詞「a」又は「an」は複数を排除するものではない。単一
のプロセッサ、コントローラ又は他のユニットが特許請求の範囲で列挙した幾つかの物品
の機能を満たしてもよい。特定の施策が相互に異なる従属請求項に列挙されるという単な
る事実はこれら施策の組み合わせが効果的に使用され得ないことを示すものではない。特
許請求の範囲のいかなる参照符号も範囲を限定するものと解釈されるべきではない。
【符号の説明】
【００５６】
　５　磁気コア
　１０　低圧巻線
　２０　高圧巻線
　２２　電界制御電極
　２４　コイルボビン
　２６　スロット
　２８　絶縁スロット
　３０　インナースリーブ
　３５　留め具
　３６　留め具（フランジ）
　４０　アウタースリーブ
　４５　高圧ワイヤパイプ
　５０　高圧変圧器
　６０　ラビリンスシール
　７０　絶縁スプリングワッシャー
　８０　コアエッジ部
　１００　Ｘ線システム
　１１０　Ｘ線管
　２００　高電圧試験システム
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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